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記録

沖縄諸島の浜比嘉島の洞窟内河川からアシナガ
ヌマエビ Caridina rubella Fujino & Shokita, 1975
を 1 個体採集した ( 図 1A, B). 今回得られた標本
は , 1) 眼の角膜が縮小し , 退化傾向を示すこと , 
2) 額角が第 1 触角柄部第 3 節をわずかに超え , 
額角上縁に 27 歯 ( 眼窩前方に 17 歯，眼窩後方
の頭胸甲上に 10 歯 )，下縁に 24 歯が生じる ( 額
角歯式：10+17/24) こと , 3) 第 2 触角および歩脚
が細長いこと , などの特徴を備えており , アシ
ナガヌマエビ Caridina rubella Fujino & Shokita, 
1975 の特徴 ( 例えば , Cai & Shokita 2006; 藤田
ら 2019) に良く一致した . なお , 今回得られた
標本は , 以下のように琉球大学博物館 ( 風樹館 ) 
(RUMF: Ryukyu University Museum, Fujukan) に
収蔵されている :  1 メス , 甲長 7.8 mm (RUMF-
ZC-6076), 2019 年 2 月 23 日 , 大岡素平採集 ).

本研究でアシナガヌマエビが採集された
洞窟は , 沖縄県うるま市の浜比嘉島の南西
部 に 所 在 す る “ 浜 比 嘉 大 ア ブ (N26°18′59″, 
E127°57′21″)” であった . 本洞窟は , 直径約 30 
m の陥没ドリーネと , その側壁の一部が崩れて
天然橋となった開口部の 2 つの洞口を有し ( 図
1C), 洞口の標高は約 50 m であった . 陥没ドリー
ネの洞床からは , 傾斜約 30–20 度の崩落礫の斜
面があり ( 図 1D), 斜距離で約 70 m, 洞口からの
高さで約 25 m 下ると , 斜面末端部の礫の間隙か
ら淡水の湧出 ( 毎秒 10 ℓ 以下の流量 ) が確認さ
れた ( 図 1E). この湧水部からは , 洞窟の幅や高
さは極端に狭くなり , 湧水はその狭い洞内を流
れる地下河川となっていた ( 図 1F). この地下河
川は , 狭い洞窟をほぼ水平 (1 ～ 2 度傾斜 ) に流
下しており , 湧水点から約 100 m 進むと落差約 
1 m の小滝と水深 1.5 m 以上のサンプ ( ＝洞窟
の水没部 ) が現れ , そこが本洞の最奥部となっ
ていた . アシナガヌマエビは , 洞窟地下河川の
起点から約 40 m 地点 ( ドリーネ洞床から約 110 
m 地点 ; 標高は約 15 m と推定される ) の流れの
緩やかな場所で採集された . 

アシナガヌマエビは , 国内の分布記録とし
て , 奄美諸島の沖永良部島および与論島 , 沖縄

諸島の沖縄島および伊江島 , 大東諸島の南大東
島 , 宮古諸島の宮古島が知られており , 環境省
レッドリストおよび沖縄県版レッドデータブッ
クにて “ 準絶滅危惧 (NT)” と評価されている希
少種である ( 吉郷ら 2005; 藤田 2005, 2017; 藤田
ら 2019). よって , 本報告は , アシナガヌマエビ
の標本に基づく浜比嘉島からの初記録となる . 

本種は , 非常に細長い歩脚を有する種である
が , 本研究では落差約 1 m の小滝の上流部 ( 標
高約 15 m) で発見されたことから , 意外にも登
坂能力が高いことが伺える . 実際 , 本種は , 沖永
良部島の水蓮洞  ( 水蓮洞の標高約 60–70 m, ) と
住吉暗川  ( 水蓮洞の標高約 40 m) のように比較
的標高の高い場所にある洞窟内河川からも見つ
かることもある ( 吉郷ら 2005; 藤田 未発表デー
タ ). 今後 , 地下河川のある洞窟調査をさらに進
めることで , 琉球列島の他の島においても本種
の新たな生息地が発見されるものと予想され
る . 
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図 1. 浜比嘉島の洞窟地下河川から採集されたアシナガヌマエビ . A, 全体側面 , メス , 甲長 7.8 mm (RUMF-
ZC-6076); B, 同 , 全体背面 ; C, 浜比嘉島の洞窟 ( 浜比嘉大アブ ) の洞口部 ; D, 同 , 洞窟内部斜面の景観 .; E, 同 , 
湧水部の景観 ( 矢印部分 ); F, 同 , 地下河川の景観 .
Fig. 1. Caridina rubella Fujino & Shokita, 1975, collected from a freshwater river of a cave in Hamahiga-jima Island, 
Okinawa Island Group, central Ryukyus, Japan. A, lateral view of fresh specimen (RUMF-ZC-6076, female, postorbital 
carapace length 7.8 mm); B, same, dorsal view; C, entrance of the cave (Hamahiga-Oh-Abu) at Hamahiga-jima Island; D, 
same, slope of the cave; E, same, view of the spring (arrow indicates the spring); F, same, freshwater river in the cave. 
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Caridina rubella Fujino & Shokita, 1975 
(Decapoda: Caridea: Atyidae), recorded 
from a freshwater river in a limestone cave 
at Hamahiga-jima Island, central Ryukyus, 
Japan
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Abstract. A stygobiotic atyid shrimp, Caridina 
rubella Fujino & Shokita, 1975, is recorded on the 
basis of single specimen collected from a freshwater 
river in a limestone cave at Hamahiga-jima Island, 
Okinawa Island Group, central Ryukyus, Japan. This 
report represents the first record of C. rubella from 
the island.
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